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《
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
的
》

　
中
学
生
が
、
市
長
と
の
意
見
交

換
を
通
し
て
将
来
を
担
う
一
人
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
、
郷
土
愛
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

《
各
中
学
校
毎
の
内
容
》

◦
中
央
中

　「
安
全
・
安
心
で
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
討
論

方
式
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◦
白
二
中

　「
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
」
を

テ
ー
マ
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
や
思
い
や
り
を
育
む

教
育
な
ど
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

《
全
体
の
内
容
》

　
白
河
市
第
２
次
総
合
計
画
に
あ

る
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

①
安
心
・
安
全
で
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
ま
ち
　
②
活
気
と
魅
力
に
あ
ふ

れ
、
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち

③
一
人
ひ
と
り
の
絆
と
み
ん
な
の

力
で
輝
く
未
来
を
つ
く
る
ま
ち

に
対
す
る
中
学
生
の
意
見
や
提
案
、

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
長
が
「
白
河

に
は
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
」「
国
際
問
題
に

関
心
を
も
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
で
考
え
る
こ
と
」「
何
事
も
諦
め

ず
に
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
」

の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

◦
東
北
中

　「
①
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

確
立
（
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
）

②
子
育
て
支
援
の
推
進
　
③
子
ど

も
の
人
口
増
加
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

◦
南
中

　
３
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
理

念
」
を
テ
ー
マ
に
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
観
光
振
興
な

ど
の
分
野
で
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

◦
五
箇
中

　「
活
気
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
愛

着
と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
」
を

テ
ー
マ
に
、
白
河
の
歴
史
や
食
べ

物
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

◦
表
郷
中

　「
健
康
づ
く
り
・
医
療
の
充
実
・

高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
理
解
」

を
テ
ー
マ
に
、
討
論
方
式
で
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◦
東
中

　「
ひ
が
し
未
来
科
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

で
学
習
し
た
成
果
を
も
と
に
、
東

地
区
の
観
光
振
興
や
大
気
汚
染
な

ど
の
分
野
で
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

◦
大
信
中

　「
持
続
可
能
な
大
信
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
信

地
区
の
農
業
や
林
業
な
ど
の
分
野

で
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
　

　８月下旬から９月上旬にかけて、今年度で６回目となる「市長と語る
『しらかわ未来フォーラム』」を、市内の各中学校で開催しました。
　生徒たちが、白河の未来に向けた提案や市長との意見交換をしました。

市長と語る
「しらかわ未来フォーラム」「しらかわ未来フォーラム」

五箇中

南中

東北中

白二中

中央中

大信中

表郷中

東中
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市
で
は
、
10
月
４
日
に
県
内
初
と
な
る
「
市
ケ
ア

ラ
ー
支
援
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
は
、
条
例
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課
　
内
２
１
４
４

　
現
在
「
ケ
ア
ラ
ー
」「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
健
康

や
学
業
へ
の
影
響
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ケ
ア
ラ
ー
の
中
に
は
、
過
度
な
負
担
に
よ
り
、
身

体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
が
抱
え
る
悩
み
を
家
族
だ
け

で
な
く
、
市
民
が
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て
理
解
を

深
め
、
市
や
関
係
機
関
が
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
自
分
ら
し
く
健
康

で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

制
定
の
背
景
・
目
的

制
定
の
背
景
・
目
的

《
ケ
ア
ラ
ー
と
は
》

　
高
齢
、
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
が
い
、
疾
病

な
ど
に
よ
り
援
助
を
必
要
と
す
る
親
族
、
友
人
、
そ

の
他
の
身
近
な
人
に
対
し
て
、
無
償
で
介
護
・
看

護
・
日
常
生
活
上
の
世
話
や
必
要
な
援
助
を
提
供
す

る
人
の
こ
と
で
す
。

《
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
》

　
本
来
は
大
人
が
担
う
よ
う
な
家
事
・
家
族
の
介

護
・
世
話
を
日
常
的
に
行
う
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の

こ
と
で
す
。

ケ
ア
ラ
ー
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

ケ
ア
ラ
ー
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
自
分
ら
し
く
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

目
的
　
第
１
条

　
市
は
、
介
護
・
福
祉
・
医
療
・
保
健
・
教
育
に
関

す
る
制
度
そ
の
他
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
わ
る
制
度
を

勘
案
し
、
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す

る
。

市
の
責
務
　
第
４
条

　
市
、
市
民
、
事
業
者
お
よ
び
関
係
機
関
が
相
互
に

連
携
し
、
ケ
ア
ラ
ー
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

社
会
全
体
で
支
え
る
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

は
、
子
ど
も
の
権
利
・
利
益
が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
、

心
身
の
健
や
か
な
成
長
お
よ
び
発
達
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
適
切
な
教
育
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

支
援
す
る
。

基
本
理
念
　
第
３
条

　
市
民
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必
要
性
に
理
解
を
深

め
、
ケ
ア
ラ
ー
が
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮

し
、
市
が
実
施
す
る
支
援
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。

　
加
え
て
、
事
業
者
は
従
業
員
が
ケ
ア
ラ
ー
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
勤
務
に
あ
た
っ
て
配
慮
す
る
よ
う

努
め
、
関
係
機
関
は
ケ
ア
ラ
ー
を
適
切
な
機
関
へ
案

内
す
る
な
ど
、
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

市
民
・
事
業
者
・
関
係
機
関
の
役
割

第
５
~
７
条

　
学
校
そ
の
他
教
育
に
関
す
る
業
務
を
行
う
も
の

は
、
関
わ
り
の
あ
る
者
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
認
め

ら
れ
た
と
き
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
意
向
を
尊
重

し
、
教
育
の
機
会
の
確
保
に
係
る
状
況
や
健
康
状
態
、

生
活
環
境
な
ど
を
確
認
し
、
支
援
の
必
要
性
の
把
握

に
努
め
、
教
育
ま
た
は
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

市
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携
し
、
必
要
な
支
援
を
行

う
よ
う
努
め
る
。

学
校
等
の
役
割
　
第
８
条

条
例
の
構
成

条
例
の
構
成

連携連携

白河市ケアラー支援の推進に関する条例白河市ケアラー支援の推進に関する条例白河市ケアラー支援の推進に関する条例

連携連携連携連携

　　　学校
（教育委員会）

事業者市民

市市市

ケアラー・ヤングケアラー

ケアラー支援をケアラー支援を
総合的に実施総合的に実施 協力協力

ヤングケアラーヤングケアラー
の把握・支援の把握・支援

協力協力

理解・配慮理解・配慮 理解・配慮理解・配慮

適切な機関へ　　　適切な機関へ　　　
案内・支援案内・支援

関係機関
　　　　（介護・福祉・医療・保健など）

連携連携 連携連携


